
１ 令和４年を振り返って

○北陸新幹線福井・敦賀開業に向けた取組み

・県内３駅の駅舎建築工事完了 ・「新九頭竜橋」開通
・開業前イベントを開催

○一乗谷朝倉氏遺跡博物館の開館

・一乗谷朝倉氏遺跡のゲートウエイとして遺跡見学の拠点に

○８月大雨災害からの復旧

・自衛隊への災害派遣要請 ・被災者、被災事業者への支援を実施

○日本一幸福な子育て県「ふく育県」

・子ども一人当たりの子育て予算額全国１位

○新型コロナウイルス感染症対策

・感染防止と経済対策の両立 ・インフルエンザとの同時流行への備え
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北陸新幹線福井・敦賀開業に向けた取組み
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令和４年を振り返って

○北陸新幹線建設工事

・金沢駅から敦賀駅までのレール敷設工事が完了

・県内３駅の駅舎建築工事が完了

福井駅、芦原温泉駅、越前たけふ駅

（敦賀駅は令和５年秋ごろ完成予定）

福井駅

仮

提供：JRTT鉄道・運輸機構

芦原温泉駅駅舎見学の様子

新幹線レールの様子
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○全国初の新幹線との併用橋「新九頭竜橋」開通（１０月）

・国道８号、県道福井丸岡線の渋滞緩和 → 朝夕時間帯の通過時間が約半分に

・開通記念イベント「新九頭竜橋開通メモリアルラン」開催

北陸新幹線福井・敦賀開業に向けた取組み令和４年を振り返って

開通後の新九頭竜橋 新九頭竜橋開通メモリアルランの様子



北陸新幹線福井・敦賀開業に向けた取組み
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令和４年を振り返って

○開業前イベントの開催

・沿線４市で開業２年前イベントを開催

・想い、つなぐ！北陸新幹線開業実感リレーウオーク

敦賀市-石川県境をつなぐリレーイベントを開催

県境の館で石川県と合同のセレモニーを開催

・ＪＲ東京駅でのカウントダウンキャンペーン

物産フェアや恐竜展示などのＰＲ活動を実施

※単独の自治体では過去最大規模

あわら市「つながる北陸新幹線！２年前FESTA!」（3/13）

福 井 市「北陸新幹線ウェルカムフェスタ」（3/19）

越 前 市「北陸新幹線沿線グルメフェア」（3/26,27）

敦 賀 市「つるが鉄道フェスティバル」（3/20,21）

リレーウオーク完走セレモニー

カウントダウンキャンペーン



一乗谷朝倉氏遺跡博物館の開館
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令和４年を振り返って

○一乗谷朝倉氏遺跡のゲートウエイとして遺跡見学の拠点に（１０月）

・展示の目玉 ① 「朝倉館」を原寸再現

② ３０分の１スケールの巨大ジオラマ

③ 遺構を露出展示する「石敷遺構展示」

・年間来館者目標２０万人を上回るペースの来館者数

（１２/１７時点６万人突破）

巨大ジオラマ 石敷遺構朝倉館原寸再現

開館セレモニーの様子



一乗谷朝倉氏遺跡博物館の開館
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令和４年を振り返って

○一乗谷朝倉氏遺跡を満喫できる仕掛けの数々

・遺跡を巡るラッピングバス

ガイド付きツアーバスや広域周遊バスを運行

・ＪＲ越美北線「戦国列車」

戦国武将や朝倉氏の家紋をラッピング

博物館開館に合わせて運行開始

・ＡＲ/ＶＲアプリとの連携

一乗谷朝倉氏遺跡見学用アプリ「戦国時空伝」

越美北線での旅を楽しむ「越美北線ＡＲナビ」

ＪＲ越美北線「戦国列車」

アプリ「戦国時空伝」



８月大雨災害からの復旧
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令和４年を振り返って

○南越前町や勝山市などで記録的な大雨
（８月４日～５日）

・各地で洪水、土砂崩れが発生

・嶺北・嶺南の交通が９２時間にわたり遮断

北陸自動車道での土砂災害の様子

災害復旧の様子

鹿蒜川 しおかぜライン 国道８号



８月大雨災害からの復旧
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令和４年を振り返って

○県の主な対応

・災害対策本部を設置し市町と連携

・自衛隊への災害派遣要請

・武生～敦賀間の災害時緊急バスを運行

・被災者、被災事業者への支援を実施

・課題の共有、対策強化

・被災者の生活・住宅再建支援

・産業・農林水産業の再生支援

・土木・農林施設の早期災害復旧 など

災害時緊急バスの運行

被災地での視察の様子

水位計・監視カメラの設置状況や

住民伝達などの課題を共有



日本一幸福な子育て県「ふく育県」
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令和４年を振り返って

○日本一幸福な子育て県「ふく育県」を宣言

子ども一人当たりの子育て予算額 全国１位

① 子育て負担をもっと軽く

保育料無償化の対象を拡充

不妊治療助成日本一 など

② 子育てをもっと楽しく

全天候型の子どもの遊び場整備

ベビサポトイレ整備 など

③ 子育てをもっとお得に

子育て世帯用の「ふく育割」クーポン など



新型コロナウイルス感染症対策
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令和４年を振り返って

○感染拡大防止と経済活動の両立

・感染力の強いオミクロン株が主流に

第７波では１日の感染者数が最高の１，８６３人に（８/１９）

「おはなしはマスク」の徹底を呼び掛け、ワクチン接種の推進
（「ふく割プレミアム」、予約なし接種、３世代接種、「受験生枠」の設定）

○コロナとインフルエンザとの

同時流行への備え

・医師会と協力した医療体制の確保

１日最大５，０００人受診可能


